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資料２－２
第２回準備委員会の委員意見への対応

意 見 対 応

▼ 技術支援の強化 研究開発の充実 産 ▼それぞれの支援メニューについて、時間軸の要素も踏まえ「 」、「 」、「
学公連携による企業支援」は、時系列で対 て役割・性格が明確になるよう表現を整理した。
になる表現にしてはどうか？

旧 新

( ) 技術支援の強化 ( ) 県内企業が直面する課題への1 1
技術支援の強化

( ) 研究開発の充実 ( ) 県内企業の持続的発展に寄与2 2
する研究開発の推進

( ) 産学公連携によ ( ) 県内企業の新たな事業展開に3 3
る企業支援 向けた産学公連携の取組

▼中小企業に新技術に基づく経営革新を促す ▼中小企業の経営革新の計画的な実施に寄与できるよう 「出、
ため、計画性のある研究開発の視点が必要 口戦略」を明確にした研究開発の実施を目標で明示するよう

表現を変更した。

旧 新

中小企業のニーズ等を 中小企業のニーズや県の産業振興
踏まえた重点的な研究 施策を踏まえつつ、市場を睨んだ
開発の実施 「出口戦略」を明確にして、重点

的な研究開発を実施
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意 見 対 応

▼外部資金の活用について、プライオリティ ▼以下のとおり、中項目ごとに切り分けして表現を修正
ーを明示すべき（外部資金がとれる研究開
発が優先か、研究開発テーマがあってそれ ( ) 中小企業等の持続的発展に寄与する研究開発の推進2
に応じた外部資金の導入を目指すのか？）

＊外部資金を得て取り組む研究開発の性格を明示

▼地場企業のニーズに対応した研究での外部 旧 新
資金獲得と、技術のメタボ対策という意味
で外部資金を得て行う先端的な取組の両方 ②外部資金の積極的な活用 ②外部資金の積極的な活用
が必要。そのベストミックスが重要。

▼競争的資金等の外部研究 ▼競争的資金（地域ニーズに
資金を活用した研究開発 対応した提案公募事業等）
の推進 を活用し、地場企業の持続

的発展に資する研究開発を
積極的に推進

( ) 中小企業等の新たな事業展開に向けた産学公連携の取組3
「 」 。＊ 先導的取組への外部資金の導入 について項目を追加

《考え方》

○センターの使命から、地場企業の 旧 新
、発展に資する研究テーマを設定し

それに外部資金導入を目指すこと ①新規事業展開等の支援 ①新規事業展開等の支援
を第１プライオリティーに設定

▼競争的資金（ＮＥＤＯ資金
○ただ、技術のメタボ対策として、 など）の活用等により、先
将来企業が必要とする技術開発等 導的な研究開発を推進
の先導的取組も行い、これへの外
部資金導入にもチャレンジ
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意 見 対 応

《中期計画》
● 競争的資金の活用も図りつつ、先導的な技術開発に向け
た取組を積極的に行い、次代を担う産業の育成、地場産業
のランクアップに寄与

▼産学公連携を進める上で、大企業の動向把 ▼「( ) 中小企業等の新たな事業展開に向けた産学公連携の取3
握が重要 組」の中で、小項目の表現を以下のとおり修正し、具体的

な内容は中期計画の中で書き込むこととした。

▼大企業に中小企業を育てる意識を持っても 《中期目標》
らうためのコーディネートが必要

旧 新

▼コーディネート機能 ▼県内産業の動向や中小企業の事
発揮による産学公連 業展開につながるニーズを見据
携の促進 えつつ、コーディネート機能を

発揮して産学公連携を促進

《中期計画》
● センターの経営資源（ひと、シーズ、ノウハウ）を活か
し、産学公連携の研究開発を積極的に主導

● 大学・高専や支援機関との定期的な情報交換の場を設け
る等の手法により、大学・高専の技術シーズや研究開発動
向、支援機関が有するノウハウを把握し、それらと協働
して中小企業を支援

● 研究員同士の交流の場の設定や研究員の訪問等により、
大企業との技術交流を進め、中小企業に有用な研究開発動
向等を把握し、支援（大企業のニーズを踏まえたシーズの
発掘等）に活用


